
物理　解答例
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(i) 結晶表面での電位差は、電子では結晶への引力と
して働くが、陽電子では斥力として働く。そのため、

陽電子では結晶に侵入できない場合が生じ、格子面
2からの反射がなくなるため格子面 1との干渉が起
こらない。
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